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【議長就任のごあいさつ】
　　　このたび、８月に行われた市議会議員選挙後の役員選挙におきまし
て、議員の皆様のご信任をいただき、第 68 代名張市議会議長を務め
させていただくことになりました。
　議員定数が 2 人減の 18 人となり、そのうち新人議員が 3 人となる新
しい体制となりました。少数精鋭の議会として、融和のとれた議会、更
なる議会改革を目指して議会運営に取り組む決意をいたしております。
　名張市議会に対し、これまで以上のご理解とご協力を賜りますよう、
よろしくお願いいたします。

【委員長】幸松 孝太郎　【副委員長】森脇 和德
坂本 直司、足立 淑絵、阪本 忠幸、山下 登

【委員長】幸松 孝太郎　【副委員長】細矢 一宏
柏 元三、常俊 朋子、三原 淳子、川合 滋

【委員長】永岡 禎　【副委員長】細矢 一宏
木平 秀喜、足立 淑絵、森岡 秀之、吉住 美智子、福田 博行

【委員長】森岡 秀之　【副委員長】足立 淑絵
木平 秀喜、阪本 忠幸、森脇 和德、永岡 禎

【委員長】富田 真由美　【副委員長】福田 博行
荊
い げ は ら

原 広樹、坂本 直司、山下 登、吉住 美智子

平成 30 年 9 月 7 日に市議会の正副議長選挙を行い、議長に
川合 滋議員、副議長には阪本 忠幸議員が選出されました。
※いずれも指名推選により選出（候補者 1 人）

正副議長
選挙結果

 新体制をご紹介します

 議会広報特別委員会

川合 滋 阪本 忠幸

常俊 朋子

 産業建設委員会

 教育民生委員会

 総務企画委員会

 議会運営委員会

 監査委員
 副議長 議　長

(上段左から)　　坂本 直司、木平 秀喜、荊
いげはら

原 広樹　　　（中段左から）幸松 孝太郎、山下 登、富田 真由美、森岡 秀之、柏 元三、足立 淑絵
(下段左から)　　細矢 一宏、吉住 美智子、福田 博行、阪本 忠幸（副議長）、川合 滋（議長）、常俊 朋子（監査委員）、永岡 禎、三原 淳子、森脇 和德
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議会改革特別委員会

第 18 期市議会 新体制スタート！

編集／議会広報特別委員会　発行／名張市議会 ● 三重県名張市鴻之台1‐1   63‐7834   64‐8870 gikai@city.nabari.mie.jp

なばり市議会だより
平成30年11月

市議会の動きをコンパクトにまとめてお伝えします。今号は　　　　　　　　　　　　　　の定例会をクローズアップ6 月    9 月   12 月　3 月



なばり市議会だより 2018 年（平成 30 年）11 月 10 日号　₄

● 

教
育
・
行
政
・
学
校

AQ＆ 9 議員の質問と、市長などの答弁をご紹介します（一部抜粋）。
掲載内容は議員から提出された原文を尊重して、編集しています。

一般質問

● 

交
通
・
地
域
・
ま
ち
づ
く
り

子
ど
も
は
体
温
調
節
機
能
が
未
発

達
で
、
大
人
以
上
に
熱
中
症
な
ど

に
対
す
る
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

今
年
度
は
、
１
小
学
校
４
中
学
校

の
空
調
整
備
を
終
え
た
。
未
整
備

で
あ
る
小
中
学
校
に
対
す
る
今
後

の
空
調
設
備
設
置
計
画
を
問
う
。

小
中
学
校
空
調
設
備

Q
３
カ
年
計
画
で
進
め
る

A小
中
学
校
施
設
の
空
調
設
備
事

業
は
高
額
の
支
出
と
な
る
た
め
、

国
費
か
ら
３
分
の
１
の
補
助
を

受
け
整
備
を
進
め
て
い
く
。
9

月
補
正
予
算
で
未
整
備
の
学
校

の
設
計
業
務
委
託
費
を
計
上
。

空
調
設
備
設
置
は
3
カ
年
で
の

整
備
を
予
定
し
て
い
る
。
今
年

の
災
害
級
の
暑
さ
が
来
年
度
以

降
も
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
児
童
生
徒
の
学
習
環
境

を
早
期
に
整
え
て
い
き
た
い
。

固
定
資
産
税
額
の
基
と
な
る
固
定

資
産
税
路
線
価（
※
１
）が
、
平
成

27
年
度
の
評
価
替
え
時
、
上
昇
し

た
所
が
数
カ
所
あ
る
。
地
価
公
示

価
格（
※
２
）は
下
が
っ
て
い
る
の

に
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な

っ
た
の
か
。
調
整
評
価
点
（
※
３
）

を
用
い
て
上
昇
を
抑
え
て
い
る
が
、

何
を
基
準
に
し
て
い
る
の
か
。
市

民
に
説
明
の
で
き
る
公
平
・
公
正

な
課
税
を
行
い
、
過
徴
収
が
あ
れ

ば
還
付
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

固
定
資
産
税
路
線
価

Q
調
整
を
行
っ
た

A27
年
度
評
価
替
え
で
一
部
、
路
線

価
バ
ラ
ン
ス
に
欠
く
箇
所
が
あ
っ

た
が
、
そ
の
時
点
に
お
い
て
既
に

時
点
修
正
を
行
っ
て
お
り
、
価
格

へ
の
影
響
は
な
か
っ
た
。
30
年
度

評
価
替
え
に
お
い
て
も
全
路
線
に

つ
い
て
一
か
ら
見
直
し
を
行
っ
た
。

小
中
学
校
の
教
科
書
・
教
材
は
、

大
型
化
に
伴
い
、
重
さ
は
平
均
６

キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
る
そ
う
だ
。
昔
に

比
べ
1.8
倍
に
増
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
背
中
や
腰
に
痛
み
を
感
じ
る

な
ど
の
健
康
へ
の
影
響
も
懸
念
さ

れ
て
い
る
。
文
科
省
か
ら
家
庭
学

習
で
使
わ
な
い
教
材
を
学
校
に
置

い
て
帰
る
「
置
き
勉
」
を
認
め
る

通
知
が
出
さ
れ
た
が
、
名
張
市
の

学
校
現
場
で
の
対
応
を
問
う
。

学
習
教
材
「
置
き
勉
」

Q
各
学
校
各
学
年
で
配
慮

A児
童
生
徒
の
荷
物
は
以
前
よ
り
重

く
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
、
ロ

ッ
カ
ー
や
棚
な
ど
を
設
置
し
対
策

し
て
い
る
。
文
科
省
か
ら
の
通
知

に
対
し
て
は
、
学
習
者
視
点
の
適

切
な
配
慮
を
踏
ま
え
、
全
小
中
学

校
に
、
体
へ
の
負
担
と
安
全
確
保

の
面
か
ら
、
発
達
段
階
や
体
力
に

応
じ
て
各
学
校
各
学
年
で
対
応
す

る
よ
う
周
知
を
図
っ
た
。

平
成
30
年
度
名
張
市
市
民
意
識

調
査
に
お
い
て
、
市
内
の
公
共

交
通
に
満
足
し
て
い
る
人
は
約

3
人
に
1
人
で
あ
る
。
自
由
意

見
も
昨
年
は
76
件
、
今
年
も
88

件
と
一
番
多
く
の
市
民
か
ら
不

満
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
特

に
ナ
ッ
キ
ー
号
の
運
行
ル
ー
ト

や
運
行
便
数
を
見
直
し
て
ほ
し

い
と
い
う
声
が
多
い
。
市
民
の

要
望
を
実
現
す
る
た
め
に
予
算

の
確
保
を
求
め
る
。

ナ
ッ
キ
ー
号
の
委
託
料
は
約

1
千
8
百
万
円
で
あ
る
。
仮

に
土
日
を
含
め
、
３
６
５
日

で
運
行
し
た
場
合
、
約
1.2
倍
の

2
千
2
百
万
円
、
車
両
2
台
で

双
方
向
に
運
行
す
る
場
合
、
約

2
倍
の
約
3
千
6
百
万
円
と
な

り
、
31
年
度
に
ル
ー
ト
や
便
数

な
ど
運
行
形
態
を
見
直
す
た
め
、

財
政
措
置
を
含
め
検
討
す
る
。

ナ
ッ
キ
ー
号
の
見
直
し

Q
運
行
形
態
と
予
算
検
討

A

平
成
29
年
度
決
算
な
ど

24
議
案
を
可
決

　
9
月
定
例
会
（
第
３
８
２
回
）
は
、
9
月

20
日
開
会
、
10
月
15
日
閉
会
の
26
日
間
の
日

程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
提
出
さ
れ
た
議
案
は

条
例
制
定
1
件
、
条
例
改
正
3
件
、
一
般
議

案
1
件
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会

計
の
補
正
予
算
3
件
、
平
成
29
年
度
一
般
会

計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
決
算
認
定
11

件
、
人
事
案
件
1
件
、
意
見
書
提
出
に
か
か

る
議
員
提
出
議
案
4
件
の
計
24
議
案
お
よ
び

請
願
4
件
で
、
こ
れ
ら
の
議
案
は
本
会
議
・

決
算
特
別
委
員
会
・
常
任
委
員
会
で
審
議
し
、

24
議
案
を
可
決
ま
た
は
認
定
し
、
請
願
4
件

を
採
択
し
ま
し
た
。
3
日
間
の
一
般
質
問
で

は
9
議
員
が
登
壇
し
市
政
全
般
に
わ
た
る
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

補
正
予
算

　
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
で

2
億
８
８
７
７
万
円
の
増
額
補
正
を
行
い
、

増
額
後
の
平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
総

額
は
２
６
９
億
３
９
７
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
東
山
墓
園
造
成
事
業
特
別

会
計
で
は
６
８
０
６
万
円
の
増
額
、
介
護

保
険
特
別
会
計
で
は
1
億
３
０
５
５
万
円

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
30
年
9
月
定
例
会

三
原 

淳
子 

議
員

無
会
派

第
３
８
１
回
臨
時
会

　
臨
時
会
が
9
月
7
日
行
わ
れ
、
正
副
議

長
の
選
出
や
、
議
会
選
出
の
監
査
委
員
の

選
任
同
意
、
常
任
委
員
会
・
特
別
委
員
会

な
ど
の
委
員
の
選
出
を
行
い
、
新
体
制
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

（
※
１
）
固
定
資
産
税
路
線
価
…
街
路

に
面
す
る
標
準
的
な
宅
地
の
一
平
方

メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
価
格
の
こ
と
。

（
※
２
）
地
価
公
示
価
格
…
国
土
交
通

省
か
ら
毎
年
発
表
さ
れ
る
一
月
一
日

現
在
の
土
地
価
格
で
、
一
般
の
土
地

取
引
の
指
標
と
さ
れ
る
価
格
の
こ
と
。

（
※
3
）調
整
評
価
点
…
路
線
価
バ
ラ
ン

ス
の
調
整（
減
価
）に
用
い
る
率
の
こ
と
。

幸
松 

孝
太
郎 

議
員

心
風
会

足
立 

淑
絵 

議
員

喜
働

吉
住 

美
智
子 

議
員

公
明
党
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● 

交
通
・
地
域
・
ま
ち
づ
く
り

● 

医
療
・
福
祉
・
健
康

旧
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
市
有
地

に
つ
い
て
売
却
せ
ず
に
、
跡
地
は

名
張
地
区
市
街
地
文
化
ゾ
ー
ン
と

し
て
残
し
て
欲
し
い
と
い
う
名
張

地
区
区
長
会
か
ら
の
要
望
に
対
し

て
、
市
は
2
年
間
棚
上
げ
に
す
る

と
言
っ
て
い
た
が
、
ど
の
よ
う
に

対
処
さ
れ
る
の
か
を
問
う
。

市
有
地
の
売
却
問
題

Q市
と
し
て
は
、
昨
年
要
望
書
が

提
出
さ
れ
た
の
で
、
旧
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
売
却
は
、
地
域

で
の
議
論
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

市
民
の
皆
様
が
必
要
と
す
る
利

用
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続

き
検
討
し
て
い
く
。

地
域
で
議
論
を

A

質
問

そ
の
他

平
成
28
年
度
に
地
域
カ
ル
テ
を

作
成
さ
れ
た
が
、
次
世
代
に
つ

な
ぐ
地
域
づ
く
り
組
織
の
取
り

組
み
に
、
ど
の
よ
う
に
活
用
さ

れ
る
の
か
。

地
域
カ
ル
テ
は
、
市
内
15
地
域

づ
く
り
組
織
単
位
の
統
計
デ
ー

タ
や
、
地
域
資
源
・
地
域
特
性

な
ど
を｢

見
え
る
化｣

し
、
地

域
を
総
合
的
に
評
価
し
た
も
の
。

活
用
方
策
と
し
て
は
、
地
域
住

民
自
ら
が
デ
ー
タ
を
付
け
加
え
、

新
し
い
課
題
の
発
見
、
活
動
へ

の
方
向
性
を
示
し
、
地
域
ビ
ジ

ョ
ン
の
見
直
し
や
地
域
の
将
来

像
に
つ
い
て
考
え
る
際
の
基
礎

資
料
と
す
る
。
定
年
退
職
後
の

就
労
の
継
続
に
よ
り
、
地
域
デ

ビ
ュ
ー
の
年
齢
が
引
き
上
が
っ

て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る

一
方
、
地
域
づ
く
り
組
織
代
表

に
女
性
が
就
任
す
る
な
ど
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
や
若
い
世
代
も
参
画
し
て

い
る
。 将

来
像
の
基
礎
資
料
に

A

平
成
30
年
4
月
か
ら
、
妊
婦
加
算

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
妊
娠
し
て

い
る
人
が
、
産
婦
人
科
以
外
を

受
診
し
た
際
に
、
自
己
負
担
3

割
の
場
合
、
初
診
料
約
２
３
０

円
、
再
診
料
約
１
１
０
円
を
プ

ラ
ス
し
て
支
払
う
こ
と
に
な
る
。

妊
娠
を
し
て
い
る
人
に
は
、
妊

娠
に
配
慮
し
た
医
療
行
為
を
行

う
の
で
、
負
担
増
は
や
む
を
得

な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
少
子

高
齢
化
が
叫
ば
れ
て
い
る
状
況

下
で
負
担
増
に
対
す
る
助
成
な

ど
は
検
討
で
き
な
い
か
。

妊
婦
加
算
へ
の
対
応

Q現
時
点
で
は
検
討
し
て
い
な
い

が
、
今
後
は
県
助
成
の
対
象
に

な
る
よ
う
県
へ
働
き
か
け
て
い

き
た
い
。

県
助
成
の
依
頼
を
検
討

A

名
張
市
立
病
院
の
医
師
数
は
現

在
41
人
で
あ
り
、
救
急
輪
番
制

開
始
直
前
の
28
人
よ
り
増
え
て

い
る
が
、
輪
番
制
は
な
ぜ
解
消

で
き
な
い
の
か
。
伊
賀
市
が
当

番
の
日
に
、
名
張
市
も
受
け
入

れ
る
日
が
現
在
週
一
日
あ
る
が
、

こ
れ
を
増
や
す
、
ま
た
は
現
在

の
小
児
科
の
よ
う
に
特
定
の
診

療
科
だ
け
で
も
増
や
せ
な
い
か
。

救
急
輪
番
制
解
消
は

Q入
院
患
者
の
ケ
ア
、
手
術
、
研

修
医
の
指
導
、
地
域
医
療
ニ
ー

ズ
の
増
大
な
ど
医
師
の
業
務
が

過
重
に
な
っ
て
い
て
、
人
数
確

保
だ
け
で
は
難
し
い
。
現
在
名

張
市
立
病
院
は
約
50
％
を
担
当

し
て
い
る
が
、
医
局
や
他
の
病

院
と
も
連
携
し
て
改
善
し
て
い

き
た
い
。
広
域
的
に
ど
う
あ
る

べ
き
か
を
伊
賀
地
域
医
療
構
想

に
基
づ
き
検
討
し
、
機
能
分
担

や
連
携
、
場
合
に
よ
っ
て
は
統

合
と
い
う
方
針
が
出
さ
れ
て
い

る
。

医
師
確
保
で
も
困
難

A

今
後
、
社
会
保
障
費
は
高
齢
化

に
よ
る
増
大
に
よ
り
、
名
張
市

の
財
政
を
圧
迫
す
る
。
生
涯
現

役
・
健
康
寿
命
の
延
伸
な
ど
、

名
張
市
は
市
民
の
皆
様
に
も
ご

協
力
い
た
だ
き
、
社
会
保
障
費

を
抑
制
す
る
事
業
を
進
め
、
抑

制
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の

努
力
を
生
か
し
つ
つ
、
今
後
ど

の
よ
う
に
財
政
改
革
を
進
め
て

行
く
の
か
を
問
う
。

投
資
事
業
の
抑
制
や
公
共
施
設

の
統
廃
合
、
更
な
る
行
財
政
改

革
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
、
あ
わ
せ
て
税
制
改
革

や
給
付
と
負
担
の
あ
り
方
な
ど
、

国
の
動
向
も
注
視
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
国
民
健

康
保
険
に
つ
い
て
は
県
に
よ
る

財
政
運
営
で
基
礎
自
治
体
の
努

力
を
生
か
す
一
定
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
（
※
）
を
持
っ
て
い
る
。

社
会
保
障
と
財
政
改
革

Q
事
業
抑
制
と
統
廃
合

A

A
Q
＆

平
成
29
年
10
月
の
台
風
21
号
で
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
東
山
墓
園
復

旧
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

東
山
墓
園
復
旧
の
進
捗

Q
実
施
設
計
へ

A崩
落
し
た
墓
石
や
遺
骨
な
ど
の
人

力
に
よ
る
引
き
上
げ
作
業
を
終

え
、
更
に
重
機
な
ど
を
使
い
、
二

層
目
の
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
被

災
墓
所
の
代
替
地
と
し
て
休
憩
所

の
向
か
い
側
に
あ
る
児
童
公
園
を

転
用
し
新
た
な
墓
所
の
整
備
に
取

り
掛
か
っ
て
い
る
。
新
墓
所
と
空

き
墓
所
の
抽
選
会
を
実
施
し
早
期

再
建
と
す
る
。
今
後
は
、
実
施
設

計
に
取
り
掛
か
り
、
園
路
な
ど
の

復
旧
工
事
も
進
め
て
い
く
。
使
用

者
に
は
個
別
の
説
明
を
す
る
。

Q
地
域
カ
ル
テ
の
活
用

（
※
）
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
…
目
標
達

成
の
た
め
に
特
定
の
行
動
を
促
す
動

機
付
け
の
こ
と
。

清
風
ク
ラ
ブ

常
俊 
朋
子 
議
員

木
平 

秀
喜 

議
員

自
由
ク
ラ
ブ

荊い
げ
は
ら原 

広
樹 

議
員

心
風
会

坂
本 

直
司 

議
員

清
風
ク
ラ
ブ

細
矢 

一
宏 

議
員

公
明
党

富
田 

真
由
美 

議
員

公
明
党
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12月12月12月
  12月4日火

7日金
10日月
11日火
12日水

開会
一般質問
一般質問
一般質問
補正予算

13日木
14日金
17日月
20日木

総務企画委員会
教育民生委員会　　
産業建設委員会
採決

開会時間は午前10時からです。どうぞ傍聴にお越しください。
全ての本会議（委員会を除く）が CATV で生中継されます。

議会の日程　  ※予定を変更する場合があります。

　各定例会の開会から閉会まで、本会
議の全日程がＣＡＴＶ（アドバンスコープ
203ch）で生中継されています。
　また、生中継を見られなかった人も、
インターネットで録画配信をご覧いただ
けます（おおむね 1週間後の配信）。

「議会録画中継」 パソコンでも！スマホでも！

　議会録画中継をご覧いただくには、名張市議会ホームページ（市ホームページ
から名張市議会をクリック）の左上バナーをクリックしてください。

ご意見・ご要望をお待ちしています
 議会広報特別委員会（議会事務局 63‐7834）

 市議会の情報はホームページやフェイスブックでも
名張市議会に関する情報を随時掲載。ぜひ、ご覧ください。
ホームページ　  http://www.city.nabari.lg.jp/110/index.html
フェイスブック　 https://www.facebook.com/nabarishigikai

　第 10 回議場コンサートを 9 月 28
日に開催しました。
　今回は、名張市観光大使の竹田
NINJA 京右さんが出演。「月

げ っ こ う

虹」な
どの 5 曲を披露され、議場内は情熱
あふれるギターの音色でいっぱいに
なり、大いに盛り上がりました。
　議場にお越しいただいた皆様には、
コンサート終了後も引き続き一般質
問を傍聴していただきました。

■ 第 10 回議場コンサートも大盛況

第 11 回議場コンサートのお知らせ
　名張市議会では、市民に親しまれる「開
かれた議会」を目指し、市民の皆様に議会
を身近に感じていただくために、議場コン
サートを実施しています。
　次回の議場コンサートでは、混声ボーカル
ユニット「kumi×Yuhki ～くみゆうき～」さ
んが出演予定です。曲目など詳細は、市のホ
ームページや市議会フェイスブックでお知らせします。
日時　12 月11日火　午前９時１０分～４０分（午前９時開場）
場所　名張市議会議場３階傍聴席　　◎入場無料。申込不要

▼地域福祉推進協議会設置条例の制定▼手数料徴収条例の一部改正▼農業集落排水処理施設の設置及び管理に関する条例の一部改正▼駐車
場条例の一部改正▼財産の取得▼平成30年度一般会計補正予算（第２号）▼平成30年度東山墓園造成事業特別会計補正予算（第１号）▼
平成30年度介護保険特別会計補正予算（第２号）▼平成29年度住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算▼平成29年度東山墓園造成
事業特別会計歳入歳出決算▼平成29年度農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算▼平成29年度国津財産区特別会計歳入歳出決算▼平成29
年度病院事業会計決算▼平成29年度水道事業会計決算▼人権擁護委員の推薦▼（議員提出議案）義務教育費国庫負担制度の充実を求める意
見書の提出▼（議員提出議案）教職員定数改善計画の策定・実施と教育予算拡充を求める意見書の提出▼（議員提出議案）子どもの貧困対
策の推進と就学・修学支援に関わる制度の拡充を求める意見書の提出▼（議員提出議案）防災対策の充実を求める意見書の提出

▼平成29年度一般会計歳入歳出決算▼平成29年度公共下水道事業特別会計歳入歳出決算▼平成29年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算
▼平成29年度介護保険特別会計歳入歳出決算▼平成29年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算表決が

分かれた
議案

第 382 回定例会　審議結果

全会一致で
可決

※議長は採決に加わりません。　○は賛成した議員、×は賛成しなかった議員。　

三
原

荊
原

永
岡

木
平

山
下

坂
本

阪
本

森
岡

足
立

吉
住

常
俊

幸
松柏

会派 無会派 喜働 心風会 清風クラブ

議
員
名

自由クラブ

細
矢

富
田

森
脇

公明党
福
田

◯　○　×　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○

い
げ
は
ら

（川合議長は採決に加わりません。○は賛成した議員、×は賛成しなかった議員）

その他 ■　義務教育費国庫負担制度の充実を求める請願・・・採択
■　教職員定数改善計画の策定・実施と教育予算拡充を求める請願・・・採択
■　子どもの貧困対策の推進と就学・修学支援に関わる制度の拡充を求める請願・・・採択
■　防災対策の充実を求める請願・・・採択

　平成 29 年度一般会計・特別会計及び病院事業会計・水道事業会計の
歳入歳出決算を審査するため、決算特別委員会を設置し、10 月 3 日およ
び 4 日に審査を行い採決した結果、一般会計および特別会計は起立多数
をもって、病院事業・水道事業会計は起立全員をもって、認定いたしました。

■ 決算特別委員会報告

< 主な質疑項目 >

総務費　証明書等コンビニ交付サービス事業、ゆめづくり地域交付金、
　男女共同参画事業　　民生費　生活保護支援、病児病後児保育事業
衛生費　ごみ対策　　農林水産費　みえ森と緑の県民税市町交付金事業など
土木費　道路維持費の委託料や道路の維持管理　　消防費　防災対策

歳入
歳出

市税など一般会計

特別会計 公共下水道事業特別会計　受益者負担金など

企業会計 病院事業会計　DPC（※）制度、外来患者・MRI 検査を増やす対策、
　純損失が増加した要因、老人保健施設ゆりの里の臨時職員の処遇改善
水道事業会計　ダム負担金やダム使用権の会計上の処理など

市
議
会
Ｈ
Ｐ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

※ DPC…入院患者の病名、病状治療行為をもとに厚生労働省が定めた診断群分類ごとに１日当たりの定額料金からなる包括評価部分（入院基本料、投薬、注射、検査、
　　　　 画像診断等）と、出来高評価部分（手術、麻酔、リハビリ等）を組み合わせて入院費を計算する方式のこと。


